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３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していけ
る研究能力を身につけている。

５．看護学の発展に寄与するための研究能力を修得している。
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参考書等

研究計画の実施に向けて、選んだ指標の妥当性について再度確認するとともに、その指標の測定における精度や効率の向上等
を図り、研究計画の実現性や得られた結果の信頼性を高める方法を学ぶ。

討論、プレゼンテーション、口頭試問。

1．看護の基盤となる人間工学・生体情報学的な知識を理解できる。
2．看護の基盤となる人間工学・生体情報学的なな考え方を理解できる。

備考

工学と看護について 工学と看護の接点について、人間工学や生体情報学の視点から
理解を深める。

必要に応じて提示する。

教科書

看護学に人間工学を応用する① 看護学に人間工学を応用した研究事例について文献を購読しな
がら理解を深める。①では生体負担の評価を中心に進める。

受講者への
メッセージ

実験研究を行う際の基本となります。頭の中で考えるだけではなく、実際に体験することに重点を置きます。

看護学に人間工学を応用する③ 看護学に人間工学を応用した研究事例について文献を購読しな
がら理解を深める。③では作業姿勢の評価を中心に進める。

看護学に人間工学を応用する⑤ 看護学に人間工学を応用した研究事例について文献を購読しな
がら理解を深める。⑤では環境（音環境、視環境、温熱環境）
の評価を中心に進める。

看護学に人間工学を応用する② 看護学に人間工学を応用した研究事例について文献を購読しな
がら理解を深める。②では視機能（眼球運動、瞳孔反応、調節
機能）の評価を中心に進める。

看護学に人間工学を応用する④ 看護学に人間工学を応用した研究事例について文献を購読しな
がら理解を深める。④では人体計測の評価を中心に進める。

看護学に生体情報学を応用する③ 生体情報データの解析手法として多変量解析を学ぶ。③では重
回帰分析を中心に解説する。

看工連携について学ぶ① 看護と工学の連携として看護ケアに使用する材料、用具類の開
発について学ぶ。①では本学の取り組みについて解説する。

看護学に生体情報学を応用する⑤ 生体情報データの解析手法として多変量解析を学ぶ。⑤では主
成分分析を中心に解説する。

看護学に生体情報学を応用する⑥ 生体情報データの解析手法として多変量解析を学ぶ。⑥では判
別分析を中心に解説する。

看工連携について学ぶ② 看護と工学の連携として看護ケアに使用する材料、用具類の開
発について学ぶ。①では他学の取り組みについて解説する。

看護学に人間工学を応用する⑥ 看護学に人間工学を応用した研究事例について文献を購読しな
がら理解を深める。⑥ではヒューマンエラーを中心に進める。

看護学に生体情報学を応用する② ②では眼球運動や瞳孔運動の解析について解説する。

看護学に生体情報学を応用する④ 生体情報データの解析手法として多変量解析を学ぶ。④では因
子分析を中心に解説する。

看護学に生体情報学を応用する① ①では心電図や脳波などの解析について高速フーリエ変換など
の周波数解析の基礎を中心に解説する。


